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要 旨

近年, 河川空間におけるエコアップなどの自然再生・創造か各地域で盛んであるが, それと並行して管理体制

や活用プログラムといったマネジメントの視点も必要とされている. 本報告では, そのマネジメントに寄与する

基礎的情報として, 兵庫県全域で親世代と子ども世代における遊びの変化の実態を把握するとともに, 特に武庫

川流域の三田市「曲がり」地区を対象として, そこでの遊びと環境の変化の関係について捉えた. その結果, 以

下のようなことが明らかとなった.

1. 自然遊び, 特に川遊びの減少が兵庫県全域で見られた.

2. 武庫川上流域での遊びにおいては, 単に河川だけでなく森林や水田など複数の土地利用が一体的に活用

されていた.
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は じ め に

現在, 様々な地域の河川空間において, エコアップ

などスポット的な自然再生・創造が実施されている.

これらに共通して課題視されている事項として, 自然

地のマネジメントの必要性が挙げられている( 島村ほ

か, 2002). つまり, 単に自然地を再生するだけでは

なく, そこをいかに使いこんでいくか, いかに管理し

ていくかというマネジメントの視点が必要とされるの

である. 武庫川で実施されている桜づつみ回廊計画に

ついても同様で, ランドスケープだけでなくその回廊

の中に含まれる多様な活動イメージを提案していかな

くては, 名所としても昇華していかないだろう.

三田市の総合計画でも行政の役割として「市民が河

川に親しめる場と機会を提供する」ことがうたわれて

おり( 三田市, 2002), その具体的な空間として武庫

川が挙げられているが, 本研究ではその武庫川を対象

に, 「遊び」という視点でその人と河川の関わりを検

討することにした.「遊び」は大多数の市民が人生に

おいて綛験し, 身近な行為として認知されているもの

である. また, 人間にとって水辺は他の場所と違った

異空間として認知され, 非目常であり, 時として新た

な挑戦の場である. それだけに子供にとっては新しい

発見や危険すら伴う場合もあり, 創造力を高めてくれ

る場所であるといえる. しかし, 現実には機能を優先

させる現代社会において河川空間はないがしろにさ

れ, 管理の難しさも手伝い十分に満足できる空間とし

て利活用されていない( 安藤・松本,2000).

子供の遊びに関する研究としては, 琵琶湖地域を対

象に魚取りなど, 子どもの水辺遊びに関する研究があ
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るが( 喜田 ・遊麿, 2000), 多 くは公園や庭園 といっ

た 空 間 と現 代 の 子 供 の 遊 び と の関 係 で 論 じ ら れ

(丙, 1995 ; 後藤ほか, 1996 ; 神吉ほか, 1999 ; 小谷

ほか, 1999,  2000), 河川空 間と子どもの関係 に関す

る研究実績は少ないのが現状である.

本報告では, 兵庫県全域及び武庫川での川遊びが親

世代からどのように変化しているかを捉えたものであ

り, 発掘された当時の水辺空間と子どもの遊びとの関

係を, 現代の川遊びに活用しようとするものである.

調 査 方 法

まず, 兵庫県の全市町の行政関連機関でまちづ くり

に関わっている企画関連の部局を対象に2001 年6 月

にアンケート調査を行った. 回答は図1 および表1 に

示す31 市町からあった. 質問の内容は「子供の頃に良

く行った遊び」「その遊 び場所」「季節」「みかけなく

なった遊び」の4 項目で, 回答者が勤務する自治体に

ついての回答を得た. 解析では昔とかの遊びをそれぞ

れ「屋内」「屋外( 自然系)」「屋外( 非 自然系川「祭

り」「不明」の5 項目に分類し比較検討を行った. 次

いで, 三田市の武庫川上流部である通称 「曲が 則 地

区においてその周辺住民に対し昔の武庫川遊びについ

てピアリング謌査を行った. 調査は2003 年の4 月に,

「曲がり」地区の昔の川遊びに詳しい祖父母世代や親

世代( 計7 名) に対して行い, 土地利用との対応を読

みとった.

調 査 結 果

1. 兵庫県内での昔の遊びで, 現在では見られな<

なった遊び( レッド遊びリスト) の把握

表1 に各市町における遊びの内容を, 図2 に「親世

代」が子どもの頃の遊びと現在の「子ども世代」の遊

びの比較を示す.

図2 より, 現在見られなくなったと感じている遊び

について見てみると, 大きく2 つの遊びが減少してき

ていることがわかる. 一つは「雪遊び」である. 積雪

筮の多い兵庫県の中山間地域では,「雪合戦(親世代:

5 地区, 子ども世代:1 地区)」や「竹スキー( 親世

代:4 地区, 子ども世代:1 地区川が行われていた.

しかし, 現在では集団での遊びが行われにくくなって

いることや, 遊びに使われる素材が自然物から人工物

に変化したため, これらの遊び加減少してきたものと

思われる. もう一方が 凵日遊び( 親世代:11 地区, 子

ども世代:4 地区)」である. 水遊びでは海水浴( 親

世代:4 地区, 子ども世代:3 地区) が今でも行われ

ていることが伺えるが, 川遊び及びため池遊び( 親世

代:3 地区, 子ども世代:1 地区) に着目すると, こ

れらの場所は遊び場として使われなくなってきている

ことが伺える. また, 川遊びの中でも「魚採り・魚釣

り( 親世代:13 地区, 子ども世代:2 地区)」「虫取り

(親世代:15 地区, 子ども世代:3 地区)」など生き

物とりの遊びが特に減少してきていることが伺える.

以上のことから自然遊びの中で川遊び, 特に川での生

き物とりが減少していることが読みとれる.

2. 武庫川( 三田市「曲がり」地区) における遊びと

遊び場との関係性

図3 に三田市の武庫川流域における土地利用の変化

を, 図4 に親世代の武庫川 仟曲が 則 地区) 及びそ

の周辺環境とそこでの遊びとの関係を示す. 前節では

兵庫県全体で川遊び加減少してきている現状が伺えた

が, ここでは特に三田市の「曲がり」地区に焦点をあ

て, 川遊びの変遷と空間の変化について, より詳細な

遊びの内容及び遊び場の変化の把握を通して検討す

る. 調査対象地について, 三田や三輪などの市街地で

は土地利用の変化が激しく, 遊びの変化も顕著に伺い

知ることが可能であったが, 市街地周辺では適当な回

答者が得られなかったことから, 今回の調査では上流

の「曲が 則 地区のみを対象とした. 本地区は, 現在

でもホタルがりが行われるなど, 自然の残る地区であ

る.

図4 より「曲が則 地区における高度成長期以前の

土地利用等の空間特性とそこでの遊びとの関係性を捉図1 アンケートに対する回答のあった市町



表1 各市町における遊びの内容

(下線は親世代にのみみられた遊び)



図2 「親世代」が子どもの頃の遊びと現在の「子ども世代」の遊びの比較

える. まず, 川遊びの代表的なものとして, 水泳と魚

釣りが挙げられたが, 水泳については「もともと学校

にプールがなかったので, 泳ぎは川で学んだ. しかも

それは学校の先生ではなく, 上の学年の人から学ん

だ. それだからかっこ悪い泳ぎ方だけど, 深く潜れた

りする力は結構ついたように思う.」との回答から,

泳ぎを学ぶ場として武庫川が使われていたことがわか

り, さらにこのことは, 学校の先生ではなく学校の先

輩が指導者となって遊びが継承されていたことを示し

ている。また, 魚つりでは「つけ餌にキャベツに付く

青虫を使ったり, ミミズやマツムシ, イナゴやバック

などを叢でとって使ったりしていた」との発言からも

わかるように, 周辺で採集した昆虫類を釣りのえさに

していることから, 単に川遊びは河川空間のみで完結



図4 親世代の武庫川(「曲がり」地区) 周辺の環境とそこにお

ける遊びとの関係

するものではなく, 周辺環境と連動して起こる もので

あることがわかる. こうした周辺環境との関連の中で

起こる遊びとしては他に「森でササをとりそれを武庫

川に浮かべて遊んだ」「武庫川 にいるホタルを周辺の

菜の花畑 から菜種をとってきて, それをさおにつけて

振り回してホタルをとっだ. 周辺にホタルはいくらで

もいるので, 僕達は採ることに楽しみを感じていた」

「川底にある泥を使ってそれをつかって焼 き物を作っ

た経験がある」「ここらへんには使わなくなっ た電柱

を使って4 本の流れ橋を設置していた. 当時の電柱は

木造で自然にやさしかった」 などが挙げられる. これ

らの中で, “ホタルが出現す る周辺環境" や“泥質の

川底" といった語りは, 当時の環境 を想起させる貴重

な情報だといえる. また, 「“かわかり" や“みちつ く

り" という川の掃除などが行われていた. これらは大

人がやっていたけど子供 にとっ てみるとそれ も楽し

かった」 とあるように, 大人の河川管理行為が子供達

にとっては遊びとして受け止められているところが特

徴として挙げられる. さらに, 植物や昆虫 も多様で,

「サクラタナゴ, ハヤ, ウナギ, ヨツメ, スナグイ,

ヨシノボリ, サンショウウオ, タガメ, ゲンゴロウ,

カワセミ, ヤマセミ, イタドリ, カエルツリ」などが

語りの中で確認された. その中でも「松の実をガムが

わりにして食べたり, たんぽの畔にあるグミや野イチ

ゴを食べたりして育った」との意見からもわかるよう

に, 周辺地域にある自然の恵みをその場で食べながら

遊んでいたことが伺える.

一方, 現在の遊び及び遊び空間について捉えると,

㈲3 の土地利用を見る限りでは, 河川の付け替え工事

といった大きな改修は少ないと判断できるが, 三田大

橋上流の川除地区などでは( 兵庫県,2000), 拡幅工

事や護岸整備が周辺住民の生活の安全性の確保という

面から行われてきた. 地元の人も「雨の多い時は洪水

が起こり危険」「河川の幅が広くなったことや水深に

変化が無くなった」「昭和50年代頃に上流部から白い

泡のようなものが流れてくるようになり, 汚いので川

へ遊びに行くのをやめた」と回答しており, 空間の変

化や水質の悪化か読み取れる. しかし, 一方で「学校

やPTA で川遊びを禁止している」など, 空間的な変

化だけでなく, 子供の安全性といった観点も子どもの

川への関わりを遠ざけていることもわかった.

以上のことから背の遊びの特性としては, 河川単独

ではなく, たんぼや森といった周辺環境を一体的に

使った遊びが中心であったことを挙げることができ

る. また, 遊びは学校の先生ではなく, 学校の先輩か

ら学ぶことの方が多かったことも明らかにされた. さ

らに, 食べられる木本や草本の存在や日常的な河川管

理作業も遊びに繋がっていることが伺えた. しかし,

現代へ移行してくるにつれて河川空間の単調化や水質

の悪化によって川遊びは減少し, また, 学校教育にお

いても川への接近を禁止する動きもあり, これに拍車

をかけていることが伺えた.

お わ り に

今回の調査では, 兵庫県全域の自治体を対象に, 親

世代と子ども世代における遊びの変化の実態を把握す

るとともに, 特に武庫川を対象として, そこでの遊び

と環境の変化の関係について捉えた. その結果, 兵庫

県全域では, 自然遊び, 特に川遊び加減少してきてい

る実態が, また, 武庫川上流域での遊びにおいては,

単に河川だけではなく森林や田んぼなど多様な土地利

用が一体的に使われていたことが伺えた. 具体的に

は, 武庫川で釣りをする時のえさを周辺環境で採集し

たり, 川底の泥を用いて焼き物をつくるといった活動

が挙げられる. 以上のような結果を三出で活動してい

るプレイリーダーとともに活用してゆき, 今後の三田

での川遊びの展開につなげていきたい.
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